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DH に関する小論文執筆 

 

 

 

 

 

2007 年度文部科学省グローバル COE に採択された「日本文化デジタル・ヒューマニティーズ拠点」（以

下、「日本文化 DH」）は、2008 年度より、教育プログラムを実施しています。 

 本プログラムは、研究拠点であるアート・リサーチセンターを教育拠点としても機能させ、さまざま

な研究科に所属する大学院生が参加することのできる分野横断型の大学院教育プログラムです。 

また、本プログラムは、文学研究科、政策科学研究科、理工学研究科、先端総合学術研究科において

すでに開講されている関連科目の履修に加えて、GCOE セミナー（＊1）や基礎 DH セミナー（＊2）への参加、

国内外の学会やシンポジウムにおける報告、インターンシップへの参加などで構成され、人文系および

情報系分野の知識を習得すると同時に、日本文化を取り巻く現状を把握し、今後日本文化 DH の第一人

者を担う若手研究者の育成を目的としています。 

 

 

 

 

 

 

① 募集対象 

１）対象研究科・課程 

    文学研究科・理工学研究科（博士課程前期課程・博士課程後期課程） 

    政策科学研究科（博士課程前期課程） 

    先端総合学術研究科（一貫制博士課程） 

  ２）人数 

    博士課程前期課程および一貫制博士課程（1,2 回生）    年間約 10 名 

 博士課程後期課程および一貫制博士課程（3,4,5 回生）    年間約  5 名 

  ３）その他 

学位論文テーマ設定型入試を経て入学した博士課程後期課程または一貫制博士課程の大学院

生および RA に任用された大学院生は、本プログラムの履修を強く勧めます。 

 

② プログラムの概要 

                               

 

 

 

 

 

 

 

 

国内学会・国際学会発表 

ｼﾝﾎﾟ・ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ等の報告 

拠点主催のｾﾐﾅｰへの参加･報告 
大学院科目の履修 プログラム修了 

・修了証の発行 
・履修証明書の発行 
（修了生の申請による） 

2010 年度 

「日本文化デジタル・ヒューマニティーズ教育プログラム」履修生 

募集要項 

＊1：GCOE セミナーは、毎週火曜 6 時限目（18:00-19:30）に開催されています。ここでは、若

手研究者による研究成果報告や学外の研究者による講演会を開催しています。なお、一般

の方々にも公開されています。 
＊2：基礎 DHセミナーでは、「GCOE 日本文化デジタル・ヒューマニティーズ拠点」の基礎的な内容に関

わるシンポジウムや講演会を不定期開催しています。  
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③ ⅰ）プログラム内容 

修了要件 備考 

区分 1 区分 2 
ﾍﾞｰｼｯｸｺｰｽ 

ｱﾄﾞﾊﾞﾝｽﾄｺｰｽ 

（ﾍﾞｰｼｯｸｺｰｽ修了後の 3年目に

履修するｺｰｽです。） 

  

ﾃﾞｼﾞﾀﾙ･ﾋｭｰﾏﾆﾃｨｰｽﾞ（DH）科目 6 単位必修 8 単位必修 ＊1 科目 

履修 
海外日本文化研究科目 2 単位必修 4 単位必修 ＊1 

大学院科目（所属研

究科のｶﾘｷｭﾗﾑによ

って、修了要件に算

入できる場合があ

ります。） 

ｾﾐﾅｰ報告：4回以上 ｾﾐﾅｰ報告：6回以上  

GCOE ｾﾐﾅｰ ※教育ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ履修生はすべてのｾﾐﾅｰに参加すること

が望ましい。 

毎週開催 

（単位認定しない）

年 2回 年 2回 ｾﾐﾅｰ 

基礎 DH ｾﾐﾅｰ ※年 2回以上参加した場合は、2回を超えた分を次年

度の参加回数として繰り越せます。 

不定期開催 

（単位認定しない）

ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ・ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ・講演会等

ｲﾍﾞﾝﾄでの報告 

ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟへの参加 

2 回以上 3 回以上 ｲﾍﾞﾝﾄ･ｲ

ﾝ ﾀ ｰ ﾝ ｼ ｯ

ﾌﾟ等 ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ・ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ・講演会等

ｲﾍﾞﾝﾄへの参加 
5 回以上 5 回以上 

GCOE 事務局が指定

もしくは認定した

もの 

国内学会・国際学会発表   
2 回以上 （少なくとも 1 回は

外国語による発表とする） 

GCOE 事務局が指定

もしくは認定した

もの 

論文 小論文 

小論文の提出と審査の合格             

※分野が該当すれば修士論文・博士論文で代替でき

る。 

該当分野について

は、GCOE 事務局が判

断を行う。 

修了年限 2 年 2 年（最長 3年）   

＊1：アドバンストコースの科目履修については、ベーシックコースで履修済みの場合に限り、DH 科 

目 6単位、および海外日本文化研究科目 2単位を上限として履修が免除されます。 

 

ⅱ）2010 年度教育プログラム対象科目 

※海外日本文化研究科目は英語で授業を行います。 

区分 
授業  

コード 
科 目 名 ｸﾗｽ

単

位

開講

校地
備 考 

30246  ディジタルデザインⅡ  C 2 KIC   

30320  ディジタルデザインⅢ  C 2 KIC   

31897  テキスト情報の処理  L 2 KIC   

31458  デジタル・アーカイブⅠ  L 2 KIC   

32093  デジタル・アーカイブⅡ  L 2 KIC   

70606  画像メディア特論 1  00 2 BKC   

70299 画像メディア特論 2  00 2 BKC   

31934  学芸員のためのデジタル技術 L 2 KIC   

70300 自然言語処理特論 00 2 BKC   

16738  人文科学の主要問題Ⅱ（演習） LA 2 KIC 事前登録/文学研究科の院生のみ受講可  

デ
ジ
タ
ル
・ヒ
ュ
ー
マ
ニ
テ
ィ
ー
ズ
科
目 

 
 
 
 
 
 

（６
単
位
以
上
選
択
必
修
）  

31271  統計解析演習Ⅰ  L 2 KIC   
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31904  統計解析演習Ⅱ  L 2 KIC   

32119 日本文化研究（演習）Ⅰ  LA 文学研究科の院生のみ受講可 

32228 人文科学の主要問題          00
理工学研究科博士課程前期課程 2008 年度以

前の入学者のみ受講可                      

32137 歴史都市災害史   00

2 KIC 理工学研究科博士課程前期課程 2009 年度以

降の入学者、理工学研究科博士課程後期課程

の院生および政策科学研究科博士課程前期課

程の院生のみ受講可 

32125 日本文化研究（講義）Ⅳ LB 2 KIC  

32129  日本文化研究（講義）Ⅵ  LA 2 KIC   

31304  博物館コミュニケーション論  L 2 KIC   

70295 文化遺産保存計画論  00 2 BKC   

32164  日本文化研究（講義）Ⅱ LA 2 KIC DH 概論Ｉ 

32110  人文科学の主要問題Ⅰ（演習） LA 2 KIC   

31433  デジタルコンテンツ産業論 GP 2 KIC   

32165 日本文化研究（講義）Ⅲ LB 2 KIC DH 概論 II 

32127 日本文化研究（演習）Ⅳ LA 2 KIC   

32118 日本文化研究（講義）Ⅰ LA 2 KIC   

32123 日本文化研究（演習）Ⅲ LB 文学研究科の院生のみ受講可 

32229 人文科学の主要問題 01 
理工学研究科博士課程前期課程 2008 年度以

前の入学者のみ受講可                      

32139 歴史都市災害史  01

2 KIC 理工学研究科博士課程前期課程 2009 年度以

降の入学者、理工学研究科博士課程後期課程

の院生および政策科学研究科博士課程前期課

程の院生のみ受講可 

 

32160 人文科学の主要問題Ⅲ（講義） LB 2 KIC   

32157 応用地理情報学Ⅰ（講義） L 
文学研究科と理工学研究科の院生のみ受講可 

（英語での授業） 

32178 政策科学研究特別講義 PF
政策科学研究科博士課程前期課程の院生のみ

受講可 （英語での授業） 

32177  特殊講義Ⅰ CE 

2 KIC 

先端総合学術研究科の院生のみ受講可 

80156 特殊講義 00 2 ＫＩＣ   

32107 人文科学の主要問題Ⅰ（講義） LA

文学研究科、理工学研究科および政策科

学研究科博士課程前期課程の院生のみ受

講可 

32179 特殊講義Ⅰ CF

2 KIC 

先端総合学術研究科の院生のみ受講可 

31286 地理情報学研究Ⅰ（講義） L 
文学研究科と理工学研究科の院生のみ受講可 

（英語での授業）   

31385 政策科学研究特別講義 PE
政策科学研究科博士課程前期課程の院生のみ

受講可 （英語での授業） 

海
外
日
本
文
化
研
究
科
目 

（２
単
位
以
上
選
択
必
修
）  

31384 特殊講義Ⅰ  CD

2 KIC 

先端総合学術研究科の院生のみ受講可 
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④ 応募方法 

 １）応募期間  2010 年 4 月 9 日（金）～2010 年 4 月 13 日（火）  

２）応募書類（※１～３の応募書類については、下記の URL よりダウンロードできます。） 

  http://www.ritsumei.jp/grinfo/JDH.html 

・2010 年度日本文化 DH 教育プログラム履修申請書 ※１ 

・2010 年度日本文化 DH 教育プログラム学内者用 受講希望科目申請書 ※２ 
・2010 年度日本文化 DH 教育プログラム学内院生申請用 研究計画書 ※３ 

 ３）応募書類提出先 

（持参される場合）大学院課（衣笠キャンパス尚学館 1階または BKC 学びステーション内） 

・受付時間  月～金 10 時～11 時 30 分、12 時 30 分～17 時 

（但し、土、日は事務室を閉室しているため応募書類の提出はできません。） 

（E-mailで送信される場合）g-coe@st.ritsumei.ac.jp 
件名は「日本文化 DH 教育プログラム履修希望」とし、提出書類を添付して送付してくだ

さい。また、本文には学生証番号、所属研究科、課程、回生、氏名を記入してください。 
            メールでの応募される場合、2010 年 4 月 13 日（火）17 時までに届くように送信してくだ

さい。     

４）受講許可発表 2010 年 4 月 14 日（水）（E-mailでお知らせします。） 

 
⑤その他 

１） 教育プログラム履修生にはいくつかの若手研究者助成制度が適用されます。募集時期、応募方

法等は日本文化デジタル・ヒューマニティーズ拠点のホームページでお知らせします。

（http://www.arc.ritsumei.ac.jp/lib/GCOE/） 
２） 本プログラム対象科目も必ず web受講登録を行ってください。受講希望科目申請書を提出した
だけでは、受講登録はできません。 

 
 

以上 
 

 
～問い合わせ～ 

立命館大学 大学院課   

TEL：075-465-8195 
 E-mail：g-coe@ritsumei.ac.jp 


